
令和6年度策定　隈庄校区社協行動計画書 隈庄校区社会福祉協議会

基本理念 基本目標 分野 福祉課題 福祉課題の実情 具体的な取組み（条件づくり） 校区社協としての取組

暮らし全般

・ゴミ出しルールが守られていない

・空き家、空き地の雑草問題

・カーブミラーが見えずらい（大きくして欲しい）

地域団体に関すること
・ボランティア団体の活動内容が分からない

・地域団体役員のなり手がいない
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高齢者の孤立防止や社会参加
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子育て家庭への支援
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平常時の災害の備え

災害時の体制づくり

　
　・ささえりあなど関係機関と情報共有を行う

　・日頃からの声かけや見守り活動（訪問）を通し支援が必要な方の早期発見

　・既存のサロン情報の広報、参加の呼びかけ
　

・ふれあい・いきいきサロン活動への
　支援充実を図る

・自治会と連携しながら敬老の日記念品
　配布事業の取組み推進

・福祉まつり事業の充実を図る
（関係機関・団体との連携）

・認知症に関する勉強会の実施

・認知症高齢者への見守り活動の継続

・障がい児、者に関する関係機関と連携
　及び情報共有を行う

高齢者の生活課題
・介護する側の高齢者が目立つ、多い（老々介護）

・外出機会が減少し体力維持がむずかしい

　
　・地域組織（民児協・自治協、地域の各種団体等）や関係機関と定期的な情報共有と連携

　・相談窓口等の情報を周知する

認知症高齢者に関すること
・個人情報の問題があり情報把握がむずかしい

・家族に認知があり自分一人で解決するのはきつい

　・認知症について学ぶ機会を設ける

　・認知症高齢者見守りSOSネットワーク事業の周知

障がい児・者の把握と理解
・関わり方、接し方がわからない

・きょうだい児の家庭内・学校での悩みに寄り添う環境も大切

・人との接触は好まない高齢者への声かけがむずかしい

・高齢者が歩いて行ける範囲に集える場所がない

　
   ・基幹相談支援センターの周知・啓発
　
　・障がいのある方への関わり方や対応について障がい者サポーター養成講座の活用
　
　・相談支援事業所など関係機関と情報共有を行う

・子どもの遊び場が無い（公園が小さすぎて使えない）

・学童保育支援の充実

・虐待、引きこもり、いじめ、不登校など外部から見つけることがむず
かしい。関係を上手く作れない

　・はじめの一歩（子育てサークル）で子育て世帯と地域や関係機関との交流

　・学校、PTA、地域の各種団体との連携した行事開催
　
　・地域公民館の利活用や企業との連携による居場所づくり

　・各地域団体、ボランティア団体の活動内容の広報

　・準備や企画団体から若い世代に参加してもらう
　　（こどもが考えた企画やイベント等をすることで準備段階からの参加）

　・行事等で役員の担い手を発掘する

・公共施設への花苗配布や植え込み活動
　の継続

・地域団体と連携活動の推進
（城南保護司会）

・地域団体が取り組むボランティア活動
　への継続支援

・民生委員と連携して新生児へ赤ちゃん
　エプロン提供の支援充実を図る

・新入学児童へのお祝い事業の継続

・子ども食堂を通じて子育て支援への連携
　を図る

・家庭内の備蓄食糧の確保ができていない

・避難訓練が出来ておらず大きな災害が起きた時の避難に不安がある

　
   ・出前講座（防災に関する様々な研修や講話の実施）の活用
　
　・防災に関する知識や情報等の周知（備蓄や避難計画の重要性）

　・地域、行政による連携した避難訓練への参加
　

・校区防災連絡会や関係機関と連携・協力

・校区防災訓練への参加、協力

・移動手段の無い高齢者や障がい者への支援体制が出来ていない

・避難所での障がい者対応準備不足（トイレ・スロープ）

　・ハザードマップの周知

　・避難行動要支援者制度の周知・啓発


